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(57)【要約】
【課題】組み付け性に優れた衝突検知手段を提供するこ
と。
【解決手段】本発明の衝突検知手段は、車両のサイドメ
ンバに固定されたバンパリンフォースメント１と、バン
パリンフォースメント１の車両進行方向前方に配置され
たアブソーバ２と、バンパリンフォースメント１の車両
進行方向前方に配置され、略密閉されたチャンバ空間３
０を区画するチャンバ部材３と、チャンバ空間３０の圧
力を検出する圧力センサ４と、を有する衝突検知手段に
おいて、チャンバ部材３は、アブソーバ２の外部に配置
されており、アブソーバ２及びチャンバ３は、アブソー
バ２の車両前後方向の幅の少なくとも一部とチャンバ部
材３の車両前後方向の幅の少なくとも一部とが車両垂直
方向において互いに重複する位置関係にあるように配置
されていることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のサイドメンバに固定されたバンパリンフォースメントと、
　該バンパリンフォースメントの車両進行方向前方に配置されたアブソーバと、
　該バンパリンフォースメントの車両進行方向前方に配置され、略密閉されたチャンバ空
間を区画するチャンバ部材と、
　該チャンバ空間の圧力を検出する圧力センサと、
を有し、該チャンバ空間の圧力の変化から該車両と他の物体との衝突を検知する衝突検知
手段において、
　該チャンバ部材は、該アブソーバの外部に配置されており、
　該アブソーバ及び該チャンバは、該アブソーバの車両前後方向の幅の少なくとも一部と
該チャンバ部材の車両前後方向の幅の少なくとも一部とが車両垂直方向において互いに重
複する位置関係にあるように配置されていることを特徴とする衝突検知手段。
【請求項２】
　前記チャンバ部材が前記アブソーバの上方に配置された請求項１記載の衝突検知手段。
【請求項３】
　請求項１～２のいずれかに記載の衝突検知手段と、
　該衝突検知手段の出力信号が入力され、該出力信号に基づいて衝突物が歩行者であるか
の判定を行う衝突判定手段と、
を有することを特徴とする歩行者衝突検知手段。
【請求項４】
　請求項３に記載の歩行者衝突検知手段と、
　該歩行者衝突検知手段が、歩行者の衝突と判定したときに、該歩行者を保護する保護手
段と、
を有することを特徴とする歩行者保護システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両に取り付けられ車両に対する衝突物の衝突を検知する衝突検知手段に関
し、詳しくは、車両のバンパへの衝突物を検知する衝突検知手段に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、車両において事故時の安全性の向上が図られている。車両の安全性に関して、事
故時に車両の搭乗者の安全性を確保するだけでなく、車両に歩行者が衝突したときに歩行
者が致命的なダメージを受けないことも求められてきている。
【０００３】
　車両に衝突した歩行者を保護する保護手段としては、ボンネット上に展開するエアバッ
グなど、車両に衝突してボンネットに倒れ込んできた歩行者が受ける傷害値（歩行者が受
ける衝撃）を下げる方法がある。エアバッグで歩行者が受ける衝撃を下げることで、歩行
者が致命的なダメージを受けることを抑える。
【０００４】
　このような保護装置において歩行者などの車両への衝突を検知することが重要となって
いる。
【０００５】
　従来の車両への衝突を検知する手段としては、例えば、車両のバンパを構成するバンパ
リンフォースメントの前方に、チャンバ空間を区画するチャンバ部材を配置し、このチャ
ンバ空間内の圧力の変化から車両のバンパへの衝突を検知する衝突検知手段が知られてい
る。この衝突検知手段が設置された車両用バンパにおいては、バンパリンフォースメント
に固定されたアブソーバの内部にチャンバ部材を配置していた。
【０００６】
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　しかしながら、このような構成の衝突検知手段は、その組み付けが困難であるという問
題があった。具体的には、バンパリンフォースメントは、金属で形成されており、アブソ
ーバも金属よりなるときには、アブソーバはバンパリンフォースメントに溶接で固定され
ていた。そして、アブソーバの内部にチャンバ部材を配置するためには、アブソーバを溶
接した後にアブソーバの内部に挿入する方法や、チャンバ部材を配置した状態でアブソー
バを溶接する必要があった。しかし、チャンバ部材は衝突による荷重が加わると変形を生
じ、荷重が加わらなくなったときに元の形状に復帰することができる軟質な材料で形成さ
れており、溶接作業等が行われると損傷を生じるおそれがある。このため、バンパリンフ
ォースメントとアブソーバの接合をボルト固定などにする必要があり、作業工程の複雑化
を招いていた。
【０００７】
　また、アブソーバを発泡樹脂等の弾性材で製造する方法もある。このような構成におい
ては、チャンバ部材は、アブソーバの前方あるいはアブソーバとバンパリンフォースメン
トとの間に組み付けている。このような構成においては、アブソーバが確保できるストロ
ーク量がチャンバ部材により減少するという問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記実情に鑑みてなされたものであり、組み付け性に優れた衝突検知手段を提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために本発明者らは車両のバンパへ組み付けることができる衝突検
知手段について検討を重ねた結果本発明をなすに至った。
【００１０】
　本発明の衝突検知手段は、車両のサイドメンバに固定されたバンパリンフォースメント
と、バンパリンフォースメントの車両進行方向前方に配置されたアブソーバと、バンパリ
ンフォースメントの車両進行方向前方に配置され、略密閉されたチャンバ空間を区画する
チャンバ部材と、チャンバ空間の圧力を検出する圧力センサと、を有し、チャンバ空間の
圧力の変化から車両と他の物体との衝突を検知する衝突検知手段において、チャンバ部材
は、アブソーバの外部に配置されており、アブソーバ及びチャンバは、アブソーバの車両
前後方向の幅の少なくとも一部とチャンバ部材の車両前後方向の幅の少なくとも一部とが
車両垂直方向において互いに重複する位置関係にあるように配置されていることを特徴と
する。
【００１１】
　本発明の歩行者衝突検知手段は、請求項１～２のいずれかに記載の衝突検知手段と、衝
突検知手段の出力信号が入力され、出力信号に基づいて衝突物が歩行者であるかの判定を
行う衝突判定手段と、を有することを特徴とする。
【００１２】
　本発明の歩行者保護システムは、請求項３に記載の歩行者衝突検知手段と、歩行者衝突
検知手段が、歩行者の衝突と判定したときに、歩行者を保護する保護手段と、を有するこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の衝突検知手段は、アブソーバ及びチャンバは、アブソーバの車両前後方向の幅
の少なくとも一部とチャンバ部材の車両前後方向の幅の少なくとも一部とが車両垂直方向
において互いに重複する位置関係にあるように配置されていることから、バンパリンフォ
ースメントにアブソーバを組み付けた状態でチャンバ部材を組み付けることができる。す
なわち、本発明の衝突検知手段は、組み付け性に優れた衝突検知手段となった。
【００１４】
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　さらに、本発明の衝突検知手段は、チャンバ部材がアブソーバの上方及び／または下方
に形成された空間内に配置されたことから、アブソーバの形状を変化させることなくチャ
ンバ部材を配置することができ、アブソーバの変形量を十分に確保できる。すなわち、衝
突物が受ける衝撃を低減できる構成となっている。
【００１５】
　また、本発明の歩行者衝突検知手段は、上記の衝突検知手段を用いて衝突物が歩行者で
あるか否かの判定を行う検知手段である。つまり、衝突の検知精度に優れた衝突検知手段
を用いており、誤検知による誤作動が抑えられた歩行者検知手段となっている。
【００１６】
　本発明の保護システムは、上記の衝突検知手段を用いた保護システムである。つまり、
衝突の検知精度に優れた衝突検知手段を用いており、誤検知による誤作動が抑えられた保
護システムとなっている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　（衝突検知手段）
　本発明の衝突検知手段は、車両のサイドメンバに固定されたバンパリンフォースメント
と、バンパリンフォースメントの車両進行方向前方に配置されたアブソーバと、バンパリ
ンフォースメントの車両進行方向前方に配置され、略密閉されたチャンバ空間を区画する
チャンバ部材と、チャンバ空間の圧力を検出する圧力センサと、を有し、チャンバ空間の
圧力の変化から車両と他の物体との衝突を検知する。すなわち、本発明の衝突検知手段は
、車両に衝突物が衝突した時に生じるチャンバ空間の圧力変動を圧力センサで検知するこ
とで衝突を検知する。なお、本発明において、前方、後方、上方、下方などの方向は、衝
突検知手段が組み付けられた車両における方向を示している。
【００１８】
　そして、本発明の衝突検知手段は、チャンバ部材は、アブソーバの外部に配置されてい
る。チャンバ部材がアブソーバの外部に配置されたことで、アブソーバをバンパリンフォ
ースメントに組み付けた状態でチャンバ部材を配置する（組み付ける）ことができ、組み
付け性が向上している。
【００１９】
　さらに、本発明の衝突検知手段は、チャンバ部材を配置するためにアブソーバの形状を
変化させる必要がなくなっており、アブソーバの干渉作用が十分に発揮できる構造となっ
ている。この結果、アブソーバによる衝撃の緩衝作用が向上し、衝突物が受ける衝撃を低
減できる構成となっている。
【００２０】
　本発明の衝突検知手段において、アブソーバ及びチャンバは、アブソーバの車両前後方
向の幅の少なくとも一部とチャンバ部材の車両前後方向の幅の少なくとも一部とが車両垂
直方向において互いに重複する位置関係にあるように配置されている。つまり、アブソー
バとチャンバ部材とが車両の上下方向で少なくとも一部が重なった状態であり、アブソー
バとチャンバ部材とが衝突時の荷重方向において並んでいない構成となっている。このた
め、アブソーバの剛性がチャンバ部材の変形に直接的な影響を及ぼさなくなっている。こ
の結果、アブソーバがその剛性を発揮できるため、チャンバ部材を形状復元性の高い材質
で形成することができる。このことは、衝突後に、チャンバ部材を交換することなくアブ
ソーバの交換のみで修理が済むこととなり、修理費を低減できる効果を発揮する。
【００２１】
　本発明の衝突検知手段において、アブソーバの車両前後方向の幅の少なくとも一部とチ
ャンバ部材の車両前後方向の幅の少なくとも一部とは、車両垂直向において互いに重複す
る位置関係にあればよく、チャンバ部材がアブソーバの上方又は下方の少なくとも一方に
配置された形態であればよい。
【００２２】
　チャンバ部材がアブソーバの上方に配置されたことが好ましい。チャンバ部材がアブソ
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ーバの上方に配置されたことで、アブソーバは、バンパ下方側の衝突の衝撃を吸収するこ
とができ、特に、歩行者の脚部保護に効果を発揮する。また、チャンバ部材をアブソーバ
の上方側に配置することで、衝突物が固定物であるのか歩行者（人体）であるのかの判定
精度が向上する。
【００２３】
　本発明の衝突検知手段において、チャンバ部材とアブソーバの車両前後方向の重なり合
いは、車両の幅方向の全長にわたってなされることが好ましい。この形態は、車両の幅方
向の全長にわたってチャンバ部材を配置することができ、幅方向の全長にわたって衝突の
検知をおこなうことができる。すなわち、衝突の検知精度が向上する。
【００２４】
　本発明の衝突検知手段は、車両の幅方向に並んだ複数のチャンバ部材をもつことが好ま
しい。複数のチャンバ部材をもつときに、それぞれのチャンバ部材が圧力センサをもつこ
とが好ましい。複数のチャンバ部材をもつことで、それぞれのチャンバ部材で衝突の検知
を行うことができ、衝突の検知精度が向上する。ここで、複数のチャンバ部材のうち隣接
するチャンバ部材同士は、当接した状態でも間隔を隔てて配置された状態でもいずれでも
よい。
【００２５】
　本発明の衝突検知手段は、車両の幅方向に並んだ複数のアブソーバをもつことが好まし
い。複数のアブソーバをもつことで、それぞれのアブソーバのつぶれやすさを調節するこ
とができ、歩行者の脚部保護などの保護性能を向上することができる。
【００２６】
　本発明の衝突検知手段は、チャンバ部材を所定の位置に配置したものであり、衝突検知
手段を構成する各部材（バンパリンフォースメント，アブソーバ，チャンバ部材および圧
力センサ）は、従来公知の衝突検知手段において用いられた部材を用いることができる。
【００２７】
　また、本発明の衝突検知手段は、バンパカバーを有することが好ましい。バンパカバー
は、本発明の衝突検知手段が組み付けられた車両バンパの外表面を形成する。本発明の衝
突検知手段において、アブソーバおよびチャンバ部材の前方の表面とバンパカバーとは、
間隔を隔てた状態で配置されていても、両者が当接した状態で配置されていても、いずれ
でもよい。
【００２８】
　本発明の衝突検知手段は、組み付けられる車両のバンパへの衝突物の検知に効果を発揮
するが、車両バンパへの歩行者の衝突を検知することが好ましい。
【００２９】
　本発明の衝突検知手段は、圧力センサからの検出信号からチャンバ空間の圧力変動を求
め、衝突の判定を行う演算手段をもつことが好ましい。演算手段をもつことで、衝突の判
定を行うことができるだけでなく、衝突時の圧力変動から衝突物の判定を行うことができ
る。そして、歩行者であると判定したときには、車両の外部にもうけられた歩行者保護手
段に作動信号を発することができる。
【００３０】
　（歩行者衝突検知手段）
　本発明の歩行者衝突検知手段は、請求項１～２のいずれかに記載の衝突検知手段と、衝
突検知手段の出力信号が入力され、出力信号に基づいて衝突物が歩行者であるかの判定を
行う衝突判定手段と、を有する。
【００３１】
　本発明の歩行者衝突検知手段は、請求項１～２に記載の衝突検知手段を用いた歩行者衝
突検知手段である。本発明の歩行者衝突検知手段は、衝突検知手段の圧力センサが衝突時
のチャンバ空間の圧力の変化を検出し、出力信号を発する。
【００３２】
　出力信号は衝突判定手段に入力され、衝突物が歩行者であるか否かの判定を行う。衝突
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判定手段における衝突物の判定は、従来公知の判定方法を用いることができる。
【００３３】
　上記したように、衝突検知手段が衝突の検知性能に優れておりそこからの出力信号に基
づいて衝突物の判定を行うため、本発明の検知手段は衝突の検知精度に優れた歩行者衝突
検知手段となっている。
【００３４】
　（保護システム）
　本発明の保護システムは、請求項３に記載の歩行者衝突検知手段と、歩行者衝突検知手
段が、歩行者の衝突と判定したときに、歩行者を保護する保護手段と、を有する。
【００３５】
　つまり、本発明の保護システムは、衝突判定手段において衝突物が歩行者であると判定
したときには、判定結果から起動手段が保護手段を起動するための起動信号を保護手段に
送信する。本発明において、衝突判定手段と起動手段とはひとつの演算装置（ＥＣＵなど
）であってもよい。
【００３６】
　起動信号を受信した保護手段は、稼働し、歩行者を保護する。保護手段は、エアバック
等の従来公知の保護手段である。
【実施例】
【００３７】
　以下、実施例を用いて本発明を説明する。
【００３８】
　本発明の実施例として、衝突検知手段を製造した。
【００３９】
　（実施例１）
　本実施例の衝突検知手段は、バンパリンフォースメント１、アブソーバ２，チャンバ部
材３、圧力センサ４，バンパカバー５および演算手段（図示せず）と、を備えた構成を有
している。本実施例の衝突検知手段の構成を図１～２に示した。なお、図１は、本実施例
の衝突検知手段の上面図であり、図２は図１のＩ－Ｉ線における断面を示した断面図であ
る。なお、図１においては、アブソーバ２とチャンバ部材３の配置がわかるように、チャ
ンバ部材３の車両の前後方向の長さを短く表示した。
【００４０】
　バンパリンフォースメント１は、表面が車両の前方に対向した略帯状の金属板である。
バンパリンフォースメント１は、帯ののびる方向が車両の幅方向にそった状態で、一対の
フロントサイドメンバＦｍに固定される。バンパリンフォースメント１は、車両垂直方向
での断面が車両前方に向かって凸となる形状をなすように、上下方向の中央部が車両前方
に突出して突出部１０をなす形状に曲成されている。突出部１０は、車両垂直方向に広が
る状態で形成されている。バンパリンフォースメント１は、この突出部１０がフロントサ
イドメンバＦｍに固定される。バンパリンフォースメント１が固定される車両のフロント
サイドメンバＦｍは、車両のエンジンルームの前方に突出した一対の部材である。
【００４１】
　アブソーバ２は、バンパリンフォースメント１の突出部１０の前面１０ａの下方側に固
定された、軸方向が車両の幅方向にそって配置された略筒状の部材である。アブソーバ２
が固定された状態では、バンパリンフォースメント１の前面の上方側の端部近傍の一部が
露出している。アブソーバ２は、バンパリンフォースメント１と背向した表面（前面）が
車両バンパのバンパカバー５の内周面に一致する形状に形成されている。なお、本実施例
においてアブソーバ２は、両端が閉じた略箱状を有していてもよい。
【００４２】
　チャンバ部材３は、内部にチャンバ空間３０を区画した略箱状の部材である。そして、
この略箱状の部材がバンパリンフォースメント１の前方でありかつアブソーバ２の上方に
配置・固定された。
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【００４３】
　圧力センサ４は、チャンバ部材３のチャンバ空間３０の圧力を測定するためのセンサで
あり、チャンバ部材３に組み付けられている。
【００４４】
　バンパカバー５は、アブソーバ２の前面に当接した状態で配置された、車両のバンパの
表面を形成する部材である。本実施例においては、バンパカバー５は、チャンバ部材３の
前面とは当接していない。
【００４５】
　演算手段は、圧力センサ４に接続され、圧力センサ４の検出信号からチャンバ空間３０
の圧力を算出するとともに、算出された圧力から衝突の判定を行う。演算手段は、あらか
じめ車両に搭載された演算手段としてもよい。好ましくは、乗員保護装置や歩行者保護装
置の演算手段である。
【００４６】
　本実施例の衝突検知手段は、図２に示したように、バンパリンフォースメント１、アブ
ソーバ２，チャンバ部材３、圧力センサ４，バンパカバー５および演算手段（図示せず）
と、を有し、バンパリンフォースメント１、アブソーバ２およびバンパカバー５により区
画された空間（バンパリンフォースメント１の上方側の端部近傍の前方に形成された空間
）内にチャンバ部材３が配置された構成を有している。また、本実施例の衝突検知手段は
、チャンバ部材３がアブソーバ２の外部に、アブソーバ２の車両前後方向の幅とチャンバ
部材３の車両前後方向の幅が車両垂直方向において互いに重複している。
【００４７】
　本実施例の衝突検知手段は、バンパリンフォースメント１にアブソーバ２を溶接で接合
し、アブソーバ２の上方の所定の位置に圧力センサ４を組み付けたチャンバ部材３を配置
した状態でバンパカバー５を組み付けることで製造できた。すなわち、本実施例の衝突検
知手段は、簡単に組み付けを行うことができた。
【００４８】
　本実施例の衝突検知手段による衝突の検知について以下に説明する。
【００４９】
　この車両のバンパに衝突物が衝突すると、衝突物が車両のバンパ（バンパカバー５）を
押圧する。バンパが圧縮される方向にバンパカバー５が変形し、アブソーバ２を押圧する
。そして、アブソーバ２は変形を生じる。アブソーバ２の変形が進行すると、バンパカバ
ー５は、チャンバ部材３と当接し、チャンバ部材３を変形する。
【００５０】
　このチャンバ部材３の変形により、チャンバ空間３０の内部の圧力が上昇し、圧力セン
サ４が圧力の変化を測定し、演算手段が圧力の変化を検出する。そして、演算手段は、圧
力の変化（上昇）から車両に衝突物が衝突したと判定する。また、演算手段は、圧力の変
化の度合い（変化割合）から衝突物が歩行者等の人体あるいはそれに類するものであるか
、他の車両など硬い構造物であるかを判定することもできる。このとき、演算手段には、
車両の速度データも入力されたことが好ましい。
【００５１】
　（実施例２）
　本実施例は、チャンバ部材３が三つのチャンバ部材３ａ，３ｂ，３ｃより構成される以
外は、実施例１と同様な構成の衝突検知手段である。図３に本実施例の構成を示した。な
お、図３は、三つのチャンバ部材３ａ，３ｂ，３ｃを横断する水平方向に広がる面での断
面図である。本実施例においても、実施例１の図１の時と同様に、三つのチャンバ部材３
ａ，３ｂ，３ｃの車両の前後方向の長さを短く表示した。
【００５２】
　三つのチャンバ部材３ａ，３ｂ，３ｃのそれぞれは、内部にチャンバ空間３０ａ，３０
ｂ，３０ｃを区画した略箱状の部材である。そして、この略箱状の部材がバンパリンフォ
ースメント１の前方でありかつアブソーバ２の上方に、車両の幅方向に並んだ状態で固定
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・配置された。三つのチャンバ部材３ａ，３ｂ，３ｃは、隣接するチャンバ部材と隙間な
く当接した状態で形成されている。
【００５３】
　三つのチャンバ部材３ａ，３ｂ，３ｃのそれぞれには、チャンバ空間３０ａ，３０ｂ，
３０ｃの圧力を測定する圧力センサ４ａ，４ｂ，４ｃがもうけられている。
【００５４】
　本実施例は、チャンバ部材の形状が異なる以外は、実施例１と同様な衝突検知手段であ
り、同様な効果を発揮する。さらに、本実施例の衝突検知手段は、三つのチャンバ部材３
ａ，３ｂ，３ｃのチャンバ空間３０ａ，３０ｂ，３０ｃの圧力変動を比較することで、衝
突位置を求めることができる効果を発揮する。
【００５５】
　（実施例３）
　本実施例は、アブソーバ２が発泡樹脂よりなる以外は、実施例１と同様な構成の衝突検
知手段である。図４に本実施例の構成を断面図で示した。
【００５６】
　本実施例は、アブソーバ２の材質が異なる以外は、実施例１と同様な衝突検知手段であ
り、同様な効果を発揮する。本実施例においてアブソーバを構成する発泡樹脂は、金属よ
りなる場合よりも剛性が低いことから、衝突物の衝突の衝撃をアブソーバが吸収すること
となり、衝突物が受ける衝撃を低減できる効果を発揮する。
【００５７】
　（実施例４）
　本実施例は、アブソーバ２がバンパリンフォースメント１の突出部１０の前面の中央部
に固定され、かつチャンバ部材３が二つのチャンバ部材３ｄ，３ｅより構成される以外は
、実施例１と同様な構成の衝突検知手段である。図５に本実施例の構成を断面図で示した
。
【００５８】
　本実施例のアブソーバ２は、車両の上下方向（鉛直方向）での厚さが異なる以外は、実
施例１のアブソーバ２と同様にして形成されている。
【００５９】
　二つのチャンバ部材３ｄ，３ｅのそれぞれは、内部にチャンバ空間３０ｄ，３０ｅを区
画した略箱状の部材である。チャンバ部材３ｄ，３ｅのそれぞれは、車両の上下方向（鉛
直方向）での厚さが異なる以外は、実施例１のチャンバ部材３と同様にして形成されてい
る。そして、この略箱状のチャンバ部材３ｄがバンパリンフォースメント１の前方であり
かつアブソーバ２の上方に、チャンバ部材３ｅがバンパリンフォースメント１の前方であ
りかつアブソーバ２の下方に、それぞれ配置されている。
【００６０】
　二つのチャンバ部材３ｄ，３ｅのそれぞれには、チャンバ空間３０ｄ，３０ｅの圧力を
測定する圧力センサ４ｄ，４ｅがもうけられている。
【００６１】
　本実施例は、アブソーバ２及びチャンバ部材３の配置場所が異なる以外は、実施例１と
同様な衝突検知手段であり、同様な効果を発揮する。
【００６２】
　（実施例５）
　本実施例は、アブソーバ２が発泡樹脂よりなり、チャンバ部材３が車両上下方向に互い
に間隔を隔てて配置された二つのチャンバ部材３ｆ，３ｇより構成され、アブソーバ２が
発泡樹脂よりなる以外は、実施例１と同様な構成の衝突検知手段である。図６に本実施例
の構成を示した。
【００６３】
　アブソーバ２は、バンパリンフォースメント１の突出部１０の前面１０ａに固定された
発泡樹脂よりなる部材である。アブソーバ２は、その外方であってバンパリンフォースメ
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ント１との間に、車両上下方向に並んだ二つの空間２０，２１を形成している。
【００６４】
　二つのチャンバ部材３ｆ，３ｇのそれぞれは、内部にチャンバ空間３０ｆ，３０ｇを区
画した略箱状の部材である。そして、この略箱状の部材がバンパリンフォースメント１と
アブソーバ２とにより区画された二つの空間２０，２１のそれぞれに配置された。
【００６５】
　二つのチャンバ部材３ｆ，３ｇのそれぞれには、チャンバ空間３０ｆ，３０ｇの圧力を
測定する圧力センサ４ｆ，４ｇがもうけられている。
【００６６】
　本実施例の衝突検知手段は、チャンバ部材３ｆ，３ｇがアブソーバ２の外部にそれぞれ
配置され、チャンバ部材３ｆ，３ｇの車両前後方向の幅がアブソーバ２の車両前後方向の
幅と車両垂直方向で重なっている。また、二つのチャンバ部材３ｆ，３ｇの車両前後方向
の幅は、車両垂直方向で互いに重複している。
【００６７】
　本実施例は、チャンバ部材の形状が異なる以外は、実施例１と同様な衝突検知手段であ
り、同様な効果を発揮する。さらに、本実施例の衝突検知手段は、二つのチャンバ部材３
ｆ，３ｇのチャンバ空間３０ｆ，３０ｇの圧力変動を比較することで、衝突位置を求める
ことができる効果を発揮する。
【００６８】
　上記した各実施例の衝突検知手段は、いずれも、容易に組み付けを行うことができ、か
つ衝突物に与える衝撃を十分に低減できた。
【００６９】
　（歩行者衝突検知手段および歩行者保護システム）
　上記の各実施例の衝突検知手段は、衝突時に衝突物が歩行者か否かの判定を行う歩行者
衝突検知手段と、衝突物が歩行者であると判定したときに歩行者を保護する歩行者保護シ
ステムに用いることができる。
【００７０】
　歩行者衝突検知手段は、衝突検知手段と、衝突検知手段の圧力センサ３の出力信号が入
力され出力信号に基づいて衝突物の判定を行う衝突判定手段と、を備えている。そして、
歩行者保護システムは、歩行者衝突検知手段と、歩行者衝突判定手段が衝突物が歩行者で
あると判定したときに保護手段を作動させる起動手段と、衝突検知手段が組み付けられた
車両と歩行者の衝突時に、歩行者を保護する歩行者保護手段と、を備えている。この歩行
者保護システムの構成を図７に示した。
【００７１】
　まず、圧力センサ３で検知された圧力変動は衝突判定手段に送信される。衝突判定手段
は、圧力センサ３の検出結果から衝突物が衝突したと検知したときには、衝突物が歩行者
か否かの判定を行う。衝突判定手段における判定は、たとえば、以下のようにして行うこ
とができる。まず、衝突物が衝突したか否かの判定を行い、衝突物が衝突したと検知した
ときには、圧力センサ３の出力信号から衝突荷重を算出する。
【００７２】
　そして、算出された衝突荷重と、車速センサ（図示せず）により検出される車速と、に
基づいて、衝突物の質量を算出する。衝突荷重と車速とから衝突物の質量を算出する方法
は、従来公知の方法を用いることができ、衝突荷重の一回積分値と車速を用いて質量を算
出する方法を用いることができる。
【００７３】
　そして、演算手段は、衝突物の質量から衝突物の種類の判定を行う。たとえば、衝突物
の質量が所定の範囲内であるときには歩行者と判定し、所定範囲よりも大きい場合には建
築物や別の車両などと判定する。
【００７４】
　そして、衝突物が歩行者と判定したときには、起動手段が歩行者保護手段を起動させる
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【００７５】
　歩行者保護手段は、車両のフードに搭載され歩行者が衝突したときに歩行者を保護する
装置であり、たとえば、フードの跳ね上げを行う装置や、フード状に展開するエアバッグ
装置などである。歩行者保護手段が作動することで、車両とに衝突した歩行者がうける傷
害値を低減する。
【００７６】
　本実施例の歩行者保護システムは、容易に組み付けを行うことができ、かつ衝突物に与
える衝撃を十分に低減できる衝突検知手段を用いており、これらの効果を発揮する歩行者
保護システムた。衝突の検知精度に優れた衝突検知手段を用いており、誤検知による誤作
動が抑えられた保護システムとなっている。
【００７７】
　（変形形態）
　上記の各実施例において、バンパリンフォースメント１は、車両垂直方向での断面が車
両前方に向かって凸となる形状をなすように形成されているが、この形状に限定されるも
のではなく、従来公知の形状としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】実施例１の衝突検知手段の構成を示した図である。
【図２】実施例１の衝突検知手段の構成を示した断面図である。
【図３】実施例２の衝突検知手段の構成を示した断面図である。
【図４】実施例３の衝突検知手段の構成を示した正面図である。
【図５】実施例４の衝突検知手段の構成を示した図である。
【図６】実施例５の衝突検知手段の構成を示した図である。
【図７】実施例の衝突検知手段をもつ歩行者保護システムの構成を示した図である。
【符号の説明】
【００７９】
　　１：バンパリンフォースメント
　　２：アブソーバ
　　３：チャンバ部材　　　　　　　　　　　　　３０：チャンバ空間
　　４：圧力センサ
　　５：バンパカバー
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